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説明事項

■モニタリング指標の状況（令和５年度実績）

■実施プログラムに基づく
主な施策の実施状況（令和６年９月時点）

■今後の進め方
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モニタリング指標について

 せんだい都市交通プランの「交通政策の３つの基本方針」に基づく
施策の直接的な効果を把握するために指標を設定

 毎年度、指標の整理による各施策の進捗状況や効果を検証・評価
 指標は、施策の直接的な効果として把握できる指標を基本とし、

データの取得容易性も考慮して設定

交通政策の３つの方針(「せんだい都市交通プラン」 P.32)
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モニタリング指標の状況 主な施策の実施状況 今後の進め方



モニタリング指標一覧(全28項目)

モニタリング指標全28項目のうち、調査頻度「毎年」の22項目について
令和５年度実績を調査

モニタリング指標一覧(「せんだい都市交通プラン」P.80)
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20項目で前回調査（R4）と同等または望ましい方向に推移している

：R5年度実績で調査しない項目

：前回調査から望ましくない方向
に推移した項目

：前回調査と比べ同等または望ましい方向
に推移した項目

モニタリング指標の状況 主な施策の実施状況 今後の進め方



モニタリング指標一覧(全28項目)
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モニタリング指標一覧(「せんだい都市交通プラン」P.80)

：R5年度実績で調査しない項目

：前回調査から望ましくない方向
に推移した項目

：前回調査と比べ同等または望ましい方向
に推移した項目

モニタリング指標の状況 主な施策の実施状況 今後の進め方



公共交通の利用者数と満足度

5

• ４月：市バスが運行便数を減便（全体の約２％）
• ５月：新型コロナウイルス感染症が「５類」へ移行
• ７月：地下鉄南北線・東西線が運行本数を減便（全体の約10％）
• ９月：東部海浜エリアで自転車のシェアリングサービス開始
• ２月：市内で電動キックボードのシェアリングサービス開始

令和５（2023）年度の主な動き

モニタリング指標の状況 主な施策の実施状況 今後の進め方

【現状】
鉄道の利用者数は新型コロナの

影響が大きかった令和３年度以降
増加し、概ねコロナ前（令和元年
度）の水準まで回復

R1比約98%

R1比約95%

JR在来線・地下鉄の利用者数の推移
【モニタリング指標の望ましい方向：＋】

鉄道利用者数



【現状】
 路線バス利用者数は、令和３年度から回復傾向にあるものの、
鉄道までの水準には戻っていない

 路線バス１便あたりの利用者数はコロナ前に戻ったものの、
路線バスの便数は減少

路線バス１便あたりの利用者数の推移
【モニタリング指標の望ましい方向：＋】 6

R1比約98%

バス幹線区間・準幹線区間の利用者数の推移
フィーダーバスの利用者数の推移

【モニタリング指標の望ましい方向：＋】

R1比約90%

R1比約85％

路線バス利用者数

公共交通の利用者数と満足度

モニタリング指標の状況 主な施策の実施状況 今後の進め方



【現状】
令和５年度における公共交通別利用者の満足度（鉄道、バス、地域交通）

は令和４年度から若干減少
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公共交通別（鉄道、バス、地域交通）利用者満足度の推移
【モニタリング指標の望ましい方向：＋】

利用者意見（主なもの）
鉄道：時間に正確で、乗り心地が良い
バス：「120 円パッ区」はありがたい
バス：ノンステップバスの運行が増え

て助かっている

鉄道：運行本数がもう少し多いと使い
やすい

バス：朝の時間帯を増やしてほしい
バス：なかなか時間通りに来ない
バス：間隔を考えてダイヤを作ってほ

しい

満足

不満

不満

不満

不満

満足

満足

公共交通利用者の満足度

全国的に運転士の確保が困難な状況においても、公共交通
の利便性を高めるための取り組みが引き続き必要

課題

公共交通の利用者数と満足度

モニタリング指標の状況 主な施策の実施状況 今後の進め方



 公共交通の利便性向上や利用促進に関する各種取組みの推進
（路線バスのダイヤ調整、連節バスの導入などによる運行効率化／
自動運転技術の将来的な活用に向けた検討等）

【関連施策：施策２、３、５、７、８、９、12、20】

8

対応策

自動運転技術実証実験
(施策20 自動運転等新技術の

活用の検討)

八木山ライン統合時刻表 新潟市における連節バスの導入事例

(施策２ バス幹線区間の設定と設定区間における利便性向上策の実施)

公共交通の利用者数と満足度

モニタリング指標の状況 主な施策の実施状況 今後の進め方



9

【現状】
コミュニティサイクル：DATE BIKE（ダテバイク）の利用者数は増加傾向

（コロナ前の約2倍）
令和５年９月から東部海浜エリアでシェアサイクルが開始
令和６年２月から市内で電動キックボードのシェアリングサービスが開始

コミュニティサイクル（DATE BIKE）
年間利用者数の推移

【モニタリング指標の望ましい方向：＋】

シェアリングサービスの状況

Uminote cycle、電動キックボードの
シェアリングサービス開始

（Uminote cycleパンフレット、LUUPホームページより）

公共交通を補完する移動手段

モニタリング指標の状況 主な施策の実施状況 今後の進め方
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コミュニティサイクル（ダテバイク）利用者アンケート
 利用者の約半数は自転車を所有。利用理由では「利便性の良さ」が最多
 利用者の約４割は公共交通を組み合わせて移動
 ポート設置場所や設置数の改善を求める意見が最多

アンケート概要：市民局 自転車交通安全課実施(期間：R5.3.3～3.19)
専用アプリ「バイクシェア」利用者(1,137名)回答

ダテバイクに加え、新たにシェアリングサービス
が始まり、利用者の増加が見込まれるため、安全・
安心な交通環境の整備や、事業者と連携したさらな
る利便性の向上が求められる。

課題

公共交通を補完する移動手段

モニタリング指標の状況 主な施策の実施状況 今後の進め方



仙台駅西口でのポート設置例
(施策17 コミュニティサイクルの利用促進)

定禅寺通における自転車専用通行帯整備イメージ
※定禅寺通再整備方針より抜粋

(施策16 自転車利用環境の整備) 11

対応策

 自転車ネットワーク路線の整備等の推進（自転車通行空間の整備）
 利用しやすいポート配置の促進（バス停や鉄道駅との接続）
【関連施策：施策16、17】

公共交通を補完する移動手段

モニタリング指標の状況 主な施策の実施状況 今後の進め方



実施プログラムについて

 「交通政策の３つ基本方針」に基づき、実施主体や関係者相互の協働・支援
のもと、様々な交通施策を実施

 施策は実施プログラムにて推進主体を明確にしたうえで、施策相互の連携を
図りながら総合的に展開

交通政策の３つの方針および実施施策 12

(１)持続可能な公共交通ネットワークの構築
(２)公共交通の更なる利用しやすさの向上
(３)みんなで育てる地域交通
(４)モビリティ・マネジメント等の実施による公共交通の利用促進

方針１ 質の高い公共交通を中心とした都市交通の充実

(１)賑わいや回遊性の向上に資する道路空間の創出
(２)多様な交通が安全・安心して共存するまちの交通環境づくり

方針２ 賑わい創出に向けた都心交通環境の再構築

(１)新技術等を活用した交通システムの促進
(２)活発な都市経済・広域的な交流を支える交通環境の形成
(３)安心・安全な交通環境の形成

方針３ 多様な都市活動を支える交通政策の推進

モニタリング指標の状況 主な施策の実施状況 今後の進め方



実施プログラム一覧

 全25施策の実施時期や実施主体などを明確化

実施プログラム一覧(「せんだい都市交通プラン」P.78) 13

モニタリング指標の状況 主な施策の実施状況 今後の進め方



実施プログラム一覧(「せんだい都市交通プラン」P.79)
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実施プログラム一覧

モニタリング指標の状況 主な施策の実施状況 今後の進め方
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 学生の移動支援や公共交通の利用促進などを目的として導入する通学定期券「せんだいバ
スFREE+」の利用を10月1日から開始【仙台市・交通局・宮城交通】

 2024年5月30日～6月2日に開催した「Pokēmon Go Fest2024：仙台」と2024年6月8日、
9日に開催した「東北絆まつり2024仙台」に合わせ、地下鉄全線が24時間または36時間乗
り放題となるチケットの販売実証実験を実施【交通局】

施策７ 運賃施策等による公共交通利用の促進

方針１ 質の高い公共交通を中心とした都市交通の充実
(２)公共交通のさらなる利用しやすさの向上

地下鉄24・36 時間券の販売実証実験

©2024 Niantic, Inc. ©2024 Pokémon. ©2024 Nintendo / Creatures Inc. / GAME FREAK inc.
ポケモン・Pokémonは任天堂・クリーチャーズ・ゲームフリークの登録商標です。

仙台MaaSの主な実績）
•ポータルアプリケーションへのアクセス数

R6年度上半期(4～9月)においてR5年度同時期比較で約２倍増加

•チケット販売数
R6年度上半期(4～9月)においてR5年度同時期比較で約２倍増加

「せんだいバスFREE+」の開始

モニタリング指標の状況 主な施策の実施状況 今後の進め方
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• 仙台西部ライナーにおいて、通勤通学定期券を新たに販売開始【タケヤ交通】
• 通勤通学定期券や回数券等もスマホなどにおいて画面提示のみで乗降できるよう仙台MaaS、

QUICK RIDEなどで提供開始【タケヤ交通】
• 各種チケットの販売を仙台MaaSやTOHOKU MaaSで継続【宮城交通・交通局・仙台市】

施策７ 運賃施策等による公共交通利用の促進
施策８ キャッシュレス決済の利活用の促進

方針１ 質の高い公共交通を中心とした都市交通の充実
(２)公共交通のさらなる利用しやすさの向上

新たに定期券を販売開始 各種チケットの販売を継続

モニタリング指標の状況 主な施策の実施状況 今後の進め方
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 地域主体で地域交通を運行している燕沢、坪沼、新川、秋保、生出、六郷東部の6地区に
おいて、専門家派遣や必要経費に対する技術的・財政的な支援を実施【仙台市】

 元気乗り乗り割引（高齢者や障害者等に向けた割引運賃）を設定し運行【仙台市】

施策10 地域交通による地域が主体となった移動手段の確保・充実

方針１ 質の高い公共交通を中心とした都市交通の充実
(２)みんなで育てる地域交通

太白区秋保地区「ぐるりんあきう」
(R6.4.1～ 本格運行実施中)

各地区における取組の経過

モニタリング指標の状況 主な施策の実施状況 今後の進め方
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令和６年２月に地下鉄東西線・国際センター駅と仙台城跡の区間で自動運転機能を搭載し
たEVバスを手動で運行し、データ収集・分析やニーズ調査を実施【仙台市】

令和６年10月に部分自動運転（レベル２）の運行実験を実施【仙台市】

施策20 自動運転等新技術の活用の検討

方針３ 多様な都市活動を支える交通政策の推進
(１)新技術等を活用した交通システムの促進

R6.10月 運行実験状況R6.2月 自動運転機能搭載バス
手動運行

モニタリング指標の状況 主な施策の実施状況 今後の進め方



せんだい都市交通プラン 中間フォローアップ

 令和7年度に施策の進捗状況、評価、課題等を関係者間で共有したうえで、
計画のフォローアップを行う
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必要性
• 計画の進行管理（PDCA）の最適化を図る

位置付け

【総合交通戦略策定の手引き（国土交通省都市局）】
• 実施期間の中間時に中間評価を実施することが

望ましい

【せんだい都市交通プラン（P81） 5-2.計画の進行管理】
• 毎年度、モニタリング指標の整理により各施策の進捗状況や効果を検証・評価
• 計画期間の中間年（令和7年度）には、各施策の進捗状況や政策の評価、課題等について

関係者間で共有したうえで、必要に応じて計画の見直しを行う

• 策定当初の内容のうち、交通の将来目
標など計画の根幹となる部分は残しつ
つ、「実施施策」「実施プログラム」
など具体的な取組みを更新するもの

モニタリング指標の状況 主な施策の実施状況 今後の進め方

• 計画期間の中間年にあたる令和7年度に
中間フォローアップ

• 更新した実施施策や実施プログラムに基
づき、令和8年度以降の計画を進行管理

作業内容 今後の進め方


